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株式会社 ブレーン沖縄

令和５年度省エネルギー促進に向けた広報事業

【 報告書 】

令和６年３月２２日
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事業概要

＜事業目的＞ 
沖縄県のエネルギー消費（２０２０年度実績値）を部門別でみると、産業部門（製造業、非製
造業）が全体の１３％、民生部門（業務、家庭）が全体の４８％を占めています。国は２０５
０年までに脱炭素社会の実現を掲げており沖縄県内での脱炭素社会の実現とエネルギーの安定供
給を達成するためにも、エネルギー使用量の多い工場及び事務所や民生部門などでの省エネルギー対
策の推進は、喫緊の課題となっています。 そのため本事業では、産業・民生部門での省エネルギー対
策の取組を促す事を目的に、各種事業を実施しました。 

＜事業内容＞ 
（１）民生部門における省エネ促進のためのコンテンツ作成
事業所などで取り組むことのできる省エネ・節電の事例やヒントを紹介するコンテンツを作成しました。

（２）省エネチャレンジカップの開催
若年層向けに省エネの重要性についての理解を育むことを目的に、沖縄の気候風土に適した省エネに
関する提案を募集する省エネチャレンジカップ(アイデアコンペ)を行いました。
また、省エネアイデアの提案を促す手段として、事前に沖縄の気候風土の特徴や省エネに関する知識
について学べるワークショップを２回開催しました。

（３）エネルギー使用合理化シンポジウムの開催
県内事業者や自治体等を対象に、国のエネルギー政策、省エネ施策及び省エネ取組事例等の情報
について講演等を通じて幅広く提供し、事務所や工場等の更なる省エネを推進することを目的に開催
しました。

（４）  ZEB/ZEH の普及に向けたセミナーの開催
沖縄県内において、建物内の消費エネルギーをゼロにすることを目指す ZEB や ZEH の普及推進を
図ることを目的に、建築士などの建築業関係者を対象としたセミナーを開催しました。

事 業 名： 令和５年度省エネルギー促進に向けた広報事業
事業期間：令和５年７月１９日~令和６年３月２２日
発 注 元 ：内閣府沖縄総合事務局経済産業部エネルギー・燃料課
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（１）民生部門における省エネ促進のためのコンテンツ作成
実施概要
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「民生部門における省エネ促進のためのコンテンツ作成」実施概要

事務所などで取り組むことのできる省エネ・節電の事例やヒントを紹介するコンテンツを作成し、活用可
能な支援施策の案内など盛り込みました。
コンテンツは１コンテンツをＡ４サイズ１ページに収め、イラスト表現などを用いて読みやすさを心がけ作
成しました。

＜１２のコンテンツ内容＞
０１．エネルギー使用量の見える化①
０２．エネルギー使用量の見える化②
０３．空調
０４．照明
０５．高性能ボイラ
０６．変圧器 
０７．冷凍冷蔵設備
０８．日射負荷 
０９．ＺＥＢ
１０．J-クレジットの紹介
１１．省エネ診断事業の紹介 
１２．カーボンニュートラル支援策などの紹介
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「省エネ促進コンテンツ」
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「省エネ促進コンテンツ」
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「省エネ促進コンテンツ」
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（２）省エネチャレンジカップの開催
実施概要
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第５回省エネチャレンジカップ 概要

＜趣旨・目的＞ 
我が国では、2030年度に温室効果ガスの排出量を2013年度比で46%削減、2050年度には排
出量を実質ゼロにするカーボンニュートラルを目指し、様々な取組を行っております。
また、2023年2月に閣議決定された「GX実現に向けた基本方針」の中では、徹底した省エネの深
掘りが明記されるなど、更なる省エネの取組が必要となっています。
カーボンニュートラルの実現に向けては、2050年を担う若年層の省エネ意識の向上が不可欠です。
そこで、沖縄県内におけるより一層の「省エネ意識」の啓発、持続可能な沖縄をつくるためのヒントを生
む場として、高校生以上の学生を対象とした沖縄の気候風土に適した省エネ対策アイデアを募集いた
しました。

＜募集テーマ＞
「沖縄の気候風土にあった省エネ対策」
沖縄の気候風土の特徴、他地域との違い等を考え、沖縄県内のエネルギーの課題を発見し、それを
解決するための沖縄型省エネ対策を考察し、提案すること。

＜応募資格＞
(1)沖縄県内の高校生、高等専門学校生、専門学校生、大学生、大学院生（専攻は不問）
(2)個人での応募のほか、ゼミ・団体等のグループ応募も可能。
(3省エネルギーに関する提案であること。なお、省エネルギーと再生可能エネルギー（創エネルギー）を
組み合わせた提案も可能ですが、再生可能エネルギーのみの提案は対象外とする。

＜募集期間＞
令和５年９月１日（金）～令和５年１２月１日（金）１７時必着

＜選考方法及びスケジュール＞
一次審査：書面による審査 【一次審査の結果通知 令和５年１２月２１日（木）】
二次審査：プレゼンテーション審査 【令和６年１月１３日（土）】

＜選考基準＞
①沖縄の気候風土のメリット・デメリットを適切に把握した提案か
②テーマ「沖縄の気候風土に合った省エネ対策」に沿った提案内容か
③実効的な省エネ効果が期待できるか
④波及効果が大きいか
⑤提案の実践・実行に無理がないか

＜表彰＞
①内閣府沖縄総合事務局長賞（副賞：沖縄―関西往復ペア航空券など）
②省エネチャレンジカップ審査委員長賞（副賞：商品券など）
③協賛各社賞（副書：商品券）

沖縄の気候風土の特徴とは・・・
高温・多湿であり、年間を通じた気温差が小さい。また、夏季の日照時間が長く、日差しが強い。
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第５回省エネチャレンジカップ 募集案内ちらし（オモテ面）
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第５回省エネチャレンジカップ 募集案内ちらし（ウラ面）
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第５回省エネチャレンジカップ ワークショップ実施内容（沖縄工業高等専門学校）

実 施 日 時：１０月２日（月）
                １４：４０～１６：２０（９０分）

実 施 会 場：沖縄工業高等専門学校
沖縄県名護市辺野古９０５

実施対象者：４年生（４１名）
                  「産業創造セミナー」授業内で実施

沖縄工業高等専門学校 ワークショップ

【趣旨説明】
内閣府沖縄総合事務局 経済産業部
エネルギー・燃料課 エネルギー対策係 町田 宗司

省エネチャレンジカップ提案書作成に向けて
【講師】株式会社茂木ファシリティコンサルタンツ
  代表取締役 茂木 俊一氏

グループワーク風景受講風景
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実 施 日 時：１０月２３日（月）
                １７：００～１８：３０（９０分）

実 施 会 場：琉球大学 教育学部 本館
１０１教室
沖縄県中頭郡西原町千原１

実施対象者：琉球大学生徒有志（６名）

琉球大学 ワークショップ

実施教室 省エネチャレンジカップ提案書作成に向けて
【講師】株式会社茂木ファシリティコンサルタンツ
  代表取締役 茂木 俊一氏

受講風景 質疑応答風景

第５回省エネチャレンジカップ ワークショップ実施内容（琉球大学）
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第５回省エネチャレンジカップ ２次審査会 実施概要

 実 施 日 時 ：１月１３日（土） １３：００～１８：００（５時間）

 実 施 会 場 ：那覇第2地方合同庁舎２号館 ２階共用会議室D・E
（那覇市おもろまち2-1-1）
待機場所＝共用会議室Ｃ

 実施スケジュール：１１：００～１２：３０ 会場準備
１２：３０～１３：００ 開場／１・２・３・４組目待機
１３：００～１８：００ ２次審査会

実施対象者 ：１次審査通過の２０組

受 賞 数 ：１４組の受賞者決定
・内閣府沖縄総合事務局長賞
・省エネチャレンジカップ審査委員長賞
・協賛各社賞（１２社）

審  査  員 ：審査委員長／琉球大学名誉教授 清水 洋一氏
審 査 員 ／①株式会社おきなわフィナンシャルグループ

  総合企画部 総務グループ 池宮 光政氏
②拓南製鐵株式会社

  専務取締役 山内 昌博氏
③株式会社琉球銀行

 総合企画部サステナビリティ推進室
 室長 新城 卓也氏
④株式会社 沖縄海邦銀行 総合企画部

  経営企画担当 調査役 新里 康氏
コメンテーター＝内閣府沖縄総合事務局 経済産業部

                   エネルギー・燃料課 課長 長嶺 光男氏

＜受賞名＞
①内閣府沖縄総合事務局長賞（最優秀賞） ②省エネチャレンジカップ審査委員長賞
③オキコ賞 ④沖縄海邦銀行賞 ⑤沖縄ガス賞 ⑥沖縄セルラー賞 ⑦沖縄電力賞
⑧オキハム賞 ⑨おきなわフィナンシャルグループ賞 ⑩沖縄ヤマト運輸賞 ⑪拓南製鐵賞
⑫ＪＴＡ賞 ⑬琉球銀行賞 ⑭琉球セメント賞
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第５回省エネチャレンジカップ ２次審査会実施風景

受付 審査会場入口

審査会場 審査会場

審査会場 内閣府沖縄総合事務局より審査員へのレク風景
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第５回省エネチャレンジカップ ２次審査会実施風景

審査会 協議風景

控室入口 控室

審査会 プレゼン風景 審査会 プレゼン風景

審査会 プレゼン風景
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第５回省エネチャレンジカップ ２次審査結果
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第５回省エネチャレンジカップ 表彰式 実施概要

次第
・開 式
・式 辞 内閣府沖縄総合事務局 局長 三浦 健太郎
・表彰状授与
内閣府沖縄総合事務局長賞（最優秀賞）
省エネチャレンジカップ審査委員長賞
【協賛各社賞】
・オキコ賞
・沖縄海邦銀行賞
・沖縄銀行賞
・沖縄ヤマト運輸賞
・拓南製鐵賞
・ JTA賞
・琉球銀行賞
・沖縄ガス賞
・沖縄セルラー賞
・沖縄電力賞
・オキハム賞
・琉球セメント賞

・審査講評 審査委員長 清水 洋一氏
・内閣府沖縄総合事務局長賞 受賞者発表
・省エネチャレンジカップ審査委員長賞 受賞者発表
・閉式
・記念撮影

 実 施 日 時 ：３月１日（金） １１：００～１２：００

 実 施 会 場 ：沖縄県立博物館・美術館 講堂
那覇市おもろまち３丁目１−１

 実施スケジュール：  ９：００～１０：３０ 会場準備
１０：３０～１１：００ 開場／受付
１１：００～１２：００ 表彰式

実施対象者 ：２次審査通過の１４組の受賞者
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第５回省エネチャレンジカップ 表彰式 実施風景

会場準備風景① 会場準備風景②

会場実施風景① 会場実施風景②

会場実施風景③ 会場実施風景④
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第５回省エネチャレンジカップ 表彰式 実施風景

【式辞代読】内閣府沖縄総合事務局次長 水本 圭祐氏 【内閣府沖縄総合事務局長賞】宮城 佑香氏

【省エネチャレンジカップ審査委員長賞】上原 悠甫氏 【オキコ賞】石橋 拓真氏

【沖縄海邦銀行賞】琉大科学ミステリーサークルα 【おきなわフィナンシャルグループ賞】嘉数 美優氏
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第５回省エネチャレンジカップ 表彰式 実施風景

【沖縄ヤマト運輸賞】鈴木 仁瑚氏 【拓南製鐵賞】仲泊 明徒氏

【JTA賞】経済学プログラム 【琉球銀行賞】沖縄高専1班

【沖縄ガス賞】上田 聡一郎氏 【沖縄セルラー賞】沖縄高専 第2班
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第５回省エネチャレンジカップ 表彰式 実施風景

【沖縄電力賞】新垣 開登氏 【オキハム賞】金城 琉祐氏

【琉球セメント賞】沖縄高専5班 【審査講評】省エネチャレンジカップ審査委員長 清水 洋一

【省エネチャレンジカップ審査委員長賞発表】上原 悠甫氏 【内閣府沖縄総合事務局長賞発表】宮城 佑香氏
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第５回省エネチャレンジカップ 表彰式 実施風景

【集合写真】
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「省エネチャレンジカップ」アンケート
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「1.省エネチャレンジカップ応募動機(複数回答)」は、「学校からの勧誘」86.7％と高く、続く「省エネに
関心」60.0％も半数を超える。省エネに対しての意識はあるものの、応募に際しては学校の存在は大
きいと考えます。

「2.応募テーマの選定理由(複数回答)」は、 「チームでの話し合い」 46.7％が最も高く、ついで「省エ
ネへの興味」20.0％でした。周囲の環境が大きいと推測されます。

「3. 「提案づくりのヒント」について」は、80.0%が「参考にした」と回答しており、必要性は感じられます。

「4.提案づくりサポートの希望(複数回答)」は、「過去の優秀事例の公表」73.3％と高く、ついで「提
案づくりのヒント」が60.0％でした。やはりヒントとなる事例などを多く求めていることが伺えます。

「5.募集スケジュールについて」は「丁度よい」100％と高く、現状が妥当であると考えます。

「6.募集開始時期について」も「丁度よい」100％と高くこれも現状スケジュールに関しては妥当であり
問題は無いと考えます。

「7.募集締め切り時期について」も「丁度よい」100％と高く妥当であり問題は無いと考えます。

「8.省エネ意識・省エネ行動の変化(複数回答)」は、「以前より省エネ意識が高まった」93.3％と回答
があり、省エネに対してより積極的な行動が期待できると事業の目的にも合致します。

「9.省エネ意識向上や省エネ行動推進のために必要なもの(複数回答)」は、 「省エネアイディア発掘」 
73.3％と高くチャレンジカップに対してのニーズが高いことが伺えます。
また「沖縄の風土に適した省エネマニュアル」46.7％と半数近い結果は独自風土によるところから画一
化されない対策の周知が必要だと感じていると推測されます。
「自由意見」にて、チャレンジカップを肯定的、好意的に捉えている意見、今後の実施に対してのリクエス
トなど参考になる意見が寄せられました。

「省エネチャレンジカップ」アンケート結果

実施目的：次年度以降実施の際の課題や改善点抽出のため
実施対象：省エネチャレンジカップ提案者
回答数：１５件
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「省エネチャレンジカップ」アンケート 集計

チームでの話し合い

過去の提案を参考に

先生からのアドバイス

省エネへの興味
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「省エネチャレンジカップ」アンケート 集計

参考にした

参考にしなかった

知らなかった
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「省エネチャレンジカップ」アンケート 集計



- 31 -

「省エネチャレンジカップ」アンケート 集計
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(回答数3)

大学の講義だけでなく自分が主体となって考える省エネ案のため作成時間を重ねていくと新たな知識
 もつける事ができて楽しかったです。

スライドの枚数の上限と、発表時間がもう少しあるとうれしいです。

今回私たちは沖縄の降水量が多いところから水流発電を使用した省エネプランを考えたが沖縄で盛ん
 である電照菊を活用した発電などが面白いと思った。電照菊を活用した発電では二ソールとグリーン
 ディスプレイという会社の技術である植物発電を活用した案を考えたが問い合わせしたところ費用が
 高く少々現実的ではなかった。しかし、今後発展していく上に面白い取り組みだと思うのでこれから
 も注目していきたい。また、最近では人口石油の研究において重油を作り出すことに成功している
 ため、近い将来石油も成功する可能性が高い。人口石油を作製するにあたり水と二酸化炭素、種石油
 を使用するため使用した燃料から排出された二酸化炭素は人口石油を作るにあたり回収される。
 また種石油は、現在ある石油を使用後人口石油を使用すればいいので現在電気自動車などの普及や発電
 方法の見直しが叫ばれているが大きな解決の糸口になると考えられる。大阪府などが資金援助をして
 おり、沖縄県からも共同研究などを検討してほしい。

「省エネチャレンジカップ」アンケート 集計
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（３） 令和５年度エネルギー使用合理化シンポジウムの開催
実施概要
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令和５年度エネルギー使用合理化シンポジウム 実施概要

プログラム----------------------------------------------------------------------------------

（１）開 式

 内閣府沖縄総合事務局 経済産業部エネルギー・燃料課長 長嶺 光男  

（２）第Ⅰ部 

①省エネ支援策パッケージについて
 内閣府 沖縄総合事務局 経済産業部 エネルギー・燃料課

       町田 宗司氏

       ②省エネ診断の活用事例
          特定非営利活動法人 沖縄県環境管理技術センター 理事
          名嘉 光男氏

      ③省エネ補助金の活用事例
         沖縄綿久寝具株式会社 生産部生産管理課 主任 

奥原 崇史氏

      ④脱炭素経営について
         株式会社エネルギーラボ沖縄 代表取締役 

宮城 康智氏

（３）第Ⅱ部 

       パネルディスカッション「テーマ：沖縄における事業者の省エネ推進に向けて」 

       登壇者：特定非営利活動法人沖縄県環境管理技術センターセンター 理事 名嘉 光男氏
          沖縄綿久寝具株式会社会社 生産部生産管理課 主任 奥原 崇史氏
           株式会社エネルギーラボ沖縄 代表取締役 宮城 康智氏
       ファシリテーター：内閣府沖縄総合事務局エネルギー・燃料課長 長嶺 光男 

（４）閉 式 

-------------------------------------------------------------------------------------------

＜参加（視聴）実績＞
●来場者数＝２２名（事前申し込み２５名）
●視聴者数＝２６名（事前申し込み３９名）

令和５年度エネルギー使用合理化シンポジウム
日時：202４年３月1日（金）1５:00～1７:００

会場：沖縄県立博物館・美術館 博物館 講堂
Microsoft Teamsを使用したオンライン配信も実施
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令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム 案内チラシ
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令和５年度エネルギー使用合理化シンポジウム 新聞記事

令和６年３月２日（土）沖縄タイムス
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令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム 実施風景

会場準備風景⑥

会場準備風景①

会場準備風景⑤

会場準備風景③ 会場準備風景④

会場準備風景②
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令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム 実施風景

パネルディスカッション
「テーマ：沖縄における事業者の省エネ推進に向けて」 

内閣府沖縄総合事務局
経済産業部 エネルギー・燃料課 課長
長嶺 光男氏

株式会社エネルギーラボ沖縄
代表取締役 宮城 康智氏

特定非営利活動法人 沖縄県環境管理技術センター
理事 名嘉 光男氏

沖縄綿久寝具株式会社
生産部生産管理課 主任 奥原 崇史氏

内閣府沖縄総合事務局
経済産業部 エネルギー・燃料課
 町田 宗司氏
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令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム MicrosoftTeams映像キャプチャ

内地閣府沖縄総合事務局
経済産業部 エネルギー・燃料課 エネルギー対策課長
長嶺 光男氏

内地閣府沖縄総合事務局
経済産業部 エネルギー・燃料課 エネルギー対策課
町田 宗司氏

特定非営利活動法人 沖縄県環境管理技術センター 理事
名嘉 光男氏
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令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム MicrosoftTeams映像キャプチャ

登壇者：特定非営利活動法人沖縄県環境管理技術センターセンター 理事 名嘉 光男氏
            沖縄綿久寝具株式会社会社 生産部生産管理課 主任 奥原 崇史氏
            株式会社エネルギーラボ沖縄 代表取締役 宮城 康智氏
ファシリテーター：内閣府沖縄総合事務局エネルギー・燃料課長 長嶺 光男 

株式会社エネルギーラボ沖縄 代表取締役 
宮城 康智氏

沖縄綿久寝具株式会社生産部生産管理課 主任 
奥原 崇史氏
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「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」 アンケート
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「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」 アンケート
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参加・視聴者の業種は「建設業」と「製造業」がいずれも26.7％で合わせると過半数を占めました。つ
いで「卸売業・小売業」「その他」がいすれも13.3％を占めました。従業員数は「100人以上」60％と
圧倒的でした。

「3.シンポジウムをどこでしりましたか」は、「関係団体や関係者からの案内」73.3％と圧倒的に高く、
シンポジウムが限られた対象へのテーマであることをうかがわせます。

「4.本日のシンポジウムで、参考になった講演をお選びいただき、その理由と併せてご回答ください。（複
数回答可）」は、「省エネ診断の活用事例（特定非営利活動法人沖縄県環境管理技術セン
ター）」73.3％、「省エネ補助金の活用事例（沖縄綿久寝具株式会社）」と「脱炭素経営について
（株式会社エネルギーラボ沖縄）」がそれぞれ66.7％、「省エネ支援策パッケージについて（内閣府
沖縄総合事務局エネルギー・燃料課）」53.3％といずれの講演内容も５割を超える結果となり、参
加者の関心に合致した内容であったと推測されます。
記述において「見える化」のワードが見られる事はパネルディスカッションで理解が深まったことによるものと
推測されます。

「5.本日のシンポジウムを聞いて、貴社で省エネに取り組むにあたり、省エネ診断や省エネ補助金を
活用したいと思いましたか。その理由と併せてご回答ください。」の問いの回答は「活用してみたい」
53.3％と半数を超え、「活用しない、または活用できない」の回答は有りませんでした。
記述においても「補助金対応を推進希望」や「お客様へ紹介したい」、「ＺＥＢへの挑戦」など前向き
な意見が見受けられシンポジウムが推進のキッカケとなり得る事をうかがわせる結果でした。

「6.貴社では、省エネに取り組まれていますか。取り組まれている場合、どういった省エネに取り組まれて
ますか。」は、ＬＥＤや太陽光設備の導入が多く、これから次の段階の取り組みに進むことが期待され
ます。

「7.貴社の抱えている省エネに関する課題があれば、教えてください。」については、「省エネへの意識が
低い。」「職員の省エネに対する意識を高めることが課題」など社内の意識改革の必要を感じる回答で
した。

「8.次回、同様のシンポジウムを開催するにあたり、取り上げてほしいテーマはありますか。」については、
「自治体所有施設の県内での導入事例と今後の展開について」と事例を望む意見、「カーボンクレジッ
トに関する事。」など制度に関する事、「系統連係によるビジネス化に向けて再エネ普及推進に向けて
(沖縄特融のモデル作り）」「沖縄県での脱炭素の取組に関する意見交換会」など議論を深めて更な
る推進を考えている意見がありました。

「9.その他、ご意見がございましたら、ご自由に記載ください。」では、設備価格が高額な事や補助金な
どコストにまつわる対策を望む声が見られました。概ね好意的なプラスの意見が寄せられているので、開
催についての評価は得られていると考えます。

「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」アンケート結果

実施目的：参加者の属性を把握し、シンポジウムの効果を図るとともに、興味や課題
 を抽出して今後の施策に活かすために実施。

実施対象：シンポジウム参加者・視聴者
回答数：１５件



- 45 -

「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」 アンケート集計

その他の業種

建設業

製造業

運輸業

公務員

宿泊業、飲食業、
その他サービス業

卸売業、小売業

１０人未満

１００人以上

１０人～２９人

５０人～９９人
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記述
・省エネ、脱炭素化の取組が経済性につながる
・全ておもしろかった自分の会社で早速部長に話してみます。まずは見える化
・顧客二酸化炭素の排出状況(水、洗剤etcの使用量)を見える化することがされ
ている事にビックリしました。自分事化が実践されてますね。

「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」 アンケート集計

関係団体や関係者
からの案内

沖縄総合事務局のホームページ

沖縄総合事務局の
メールマガジン
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記述
・最新技術である有域汚染処理システムを導入する事で汚染排出削減は基より
省エネにつながる技術の補助金対応を推進希望(活用してみたい)
・ZEBへの挑戦(活用したことがある)
・お客さまへ紹介したい(活用してみたい)
・どの設備にどのぐらいエネルギーが使用されているのか把握できていない
ため、「見える化」が出来てないと思うため(どちらでもない)

LED、高効率空調等の導入

取り込み中 クーラー等の電気使用量の軽減のための設備の活用と利用

太陽光設備やEVの導入

取り組んでいるが、小規模。カーボンクレジットのガスを自家消費用に仕入れている。

太陽光とEVの導入 省エネ空調の導入

電灯の自動消灯 窓のフィルム 空調の自動消灯 未使用場所の消灯 LED化

庁舎の設備のLED化に向けて検討している

「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」 アンケート集計
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再エネ活用

今後の取り組み

拠点が多いため、どこから取り組んでいいかわからない。省エネへの意識が低い。
 見える化をする術がない

エネルギーの見える化、職員の省エネに対する意識を高めることが課題である。

自治体所有施設の県内での導入事例と今後の展開について

カーボンオフセット、カーボンクレジットなど

系統連係によるビジネス化に向けて再エネ普及推進に向けて(沖縄特有のモデル作り）

カーボンクレジットに関する事。沖縄県での脱炭素の取組に関する意見交換会

参考になりました。ありがとうございました。

脱炭素における沖縄の現状、他地域と比較した沖縄における電気自動車等の脱炭素の現状

県内での設備設置価格が異常に高額な部分の対策を求む

診断の補助金をだし入り口を広げた方が広がっていくと思う。

聞きなれない言葉がありましたが、大変勉強になりました。自社に持ち帰って省エネに取り組みたい
 と思います。

省エネについてセミナーをいろいろ受けていましたが、今回は、ディスカッションがあり、事前に
 資料以外の情報が聞けたり、最近の世の中の傾向について生の意見が聞けたりしてとても参考になり
 ました。今までは、漠然と省エネと考えていましたが、経費の視点だったり、脱炭素経営ガイドブック
 からも取り組み方について道筋が見えてきた感じがしました。ありがとうございました。

「令和5年度エネルギー使用合理化シンポジウム」 アンケート集計
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（４）  ZEB/ZEH の普及に向けたセミナーの開催
実施概要



- 51 -

ZEH推進セミナー 実施概要

プログラム----------------------------------------------------------------------------------

１．開会 

内閣府沖縄総合事務局 経済産業部エネルギー・燃料課長 長嶺 光男 

２．講演 

（１）ZEH住宅と活用できる支援制度について

 株式会社幸健ホーム 設計・企画室 室長 村山 創氏 

（２）太陽光発電の第三者所有モデル事業(PPA)の仕組みについて 

         沖縄新エネ開発株式会社 電力販売グループ・主幹 金城 隆太氏

（３）ＺＥＨ住宅の優遇措置に関する情報提供 

株式会社琉球銀行 営業統括部 営業企画課 當銘 彩加氏
株式会社琉球銀行  法人事業部  ソリューション1グループ  宇良 宗浩氏  

３．閉会 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------

＜参加実績＞
●来場者数＝４３名（事前申し込み４５名中５名欠席、３名当日参加）

低炭素化社会実現のためのZEH推進セミナー
日時：202４年３月８日（金）1３:３0～1５:００
会場：沖縄県立博物館・美術館 博物館 美術館講座室
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ZEH推進セミナー 案内チラシ
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ZEH推進セミナー 実施風景

実施風景⑥

実施風景①

実施風景⑤

実施風景③ 実施風景④

実施風景②
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「ZEH推進セミナー」 アンケート
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「ZEH推進セミナー」 アンケート



- 56 -

参加者の業種は「その他」33.3％と最も高く、ついで「工務店」「設計事務所」がいずれも28.2％だっ
たので、この２業種で過半数を占めていました。「その他」の回答でも記述では「PPA事業者2名、金融
関係2名、建設業2名、電気工事、設備工事業、エネルギー事業、沖縄電力、太陽光関連」だったの
で施工に関わる参加者が多かった事がうかがえます。従業員数は「100人以上」28.2％が最も多かっ
たが、「10～29人」25.6％、「30～49人」23.1％、「10人未満」20.5％と参加者の企業規模が比
較的バランスの取れた結果でした。

「3.本日のシンポジウムをどこでしりましたか」は、「関係団体や関係者からの案内」87.2％と圧倒的に
高く、参加申込者数が多かったことからもＺＥＨ推進に対する業界の盛り上がりをうかがわせます。

「4.本日のセミナーで、参考になった講演をお選びいただき、その理由と併せてご回答ください。（複数
回答可）」は、「ZEH住宅と活用できる支援制度について（株式会社幸健ホーム）」「太陽光発電
の第三者所有モデル事業(PPA)の仕組みについて（沖縄新エネ開発株式会社）」のそれぞれが
82.1％と非常に高く、つづく「ＺＥＨ住宅の優遇措置に関する情報提供（株式会社琉球銀行）」
も66.7％と高評価でした。
記述においては、ＰＰＡやＺＥＨ住宅ローンなど知らなかった情報を勉強できたことが良かったとの意
見が多く、講演内容が参加者のニーズに合致していたことが推測されます。

「5.本日のセミナーを聞いて、貴社でＺＥＨに取り組むにあたり、施主に支援制度やPPA事業、優遇
措置等を紹介したいと思いましたか。その理由と併せてご回答ください。」の問いの回答は「紹介してみた
い」66.7％と圧倒的に高く、「活用しない、または活用できない」の回答はありませんでした。
記述の理由においても「お客様にとって有益な情報である」とセミナーでの理解が推進を後押しするもの
と推測されます。

「6.貴社では、ZEH（ZEB）推進に取り組まれていますか。取り組まれている場合、取り組み内容
（実績など）をお聞かせください。」は、まだ具体的な取り組みに至っていないとの意見が多く、今後の
取り組みが加速されていくことに期待されます。

「7.貴社の抱えているZEH（ZEB）推進に関する課題があれば、教えてください。」については、「ZEH
の認識に差があることです。」「お客様への説明が簡単ではない。」などＺＥＨに対しての認知や理解が
未だ追いついていないことや、「建築コストについて」「建築費が上がってしまう事」「初期投資に回せる資
金、収入がなく、ZEHにふみだせないお客様が多い。」などコストに対する課題が多くみられました。
もっと広く周知が拡大する事で理解も深まり、理解が深まることで世間のコストに対する考え方にも変化
がみられ推進に作用するのではないかと推測されます。

「8.次回、同様のセミナーを開催するにあたり、取り上げてほしいテーマはありますか。」については、
「実際のエネルギー計算方法など申請するための詳細内容」「ZEHに必要な細かい内容」など更に進
展した深い内容を望む意見がありました。

「9.その他、ご意見がございましたら、ご自由に記載ください。」では、セミナー開催に対して好意的な意
見が多く寄せられているので、開催についての評価は得られていると考えます。

「ZEH推進セミナー」 アンケート結果

実施目的：参加者の属性を把握し、セミナーの効果を図るとともに、興味や課題を抽
 出して今後の施策に活かすために実施。

実施対象：セミナー参加者
回答数：３９件
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その他：PPA事業者2名、金融関係2名、建設業2名、電気工事、設備工事業
エネルギー事業、沖縄電力、太陽光関連

「ZEH推進セミナー」 アンケート集計

１０人～２９人

１０人未満

３０人～４９人

５０人～９９人

１００人以上
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その他：琉球銀行さま2名、沖縄木造住宅協同組合、登壇の依頼を受けて

記述
・かりーるーふのシステムを聞いたことがなかったので。
・支援制度、取り組むメリットが良く理解できた。PPA事業、かりーるーふサービスの内容がよく理解
できた。2030年を待たずに今から取り組んだ方がメリットがあることがわかった。
・今後の営業活動に取り入れていきたい。
・ZEH推進の多岐に渡る内容であったため
・PPAの仕組みは知らなかったので勉強になりました。
・ラベル表示や4号特例の変更等すぐに取り組まなければと思いました。
・今後ZEH取り組むにあたり参考になった。住宅ローン等の優遇に関して参考になった
・ZEH住宅について知識がまったくなかったので勉強できてよかった。子育てエコホームについても前
の事業で使用していたので、またエコホーム使用していきたいです。
・分からなかったところがたくさんありとても勉強になりました。
・ZEHの基本的な事が理解できたので参加して良かった。
・ZEH住宅の説明や25年度の義務化や補助金の説明が良かったです。沖縄電力のPPAサービス利用で無料
で太陽光の設置ができること。省エネ(ZEH)住宅で金利優遇を受けられることが分かったので良かった。
・分かりやすく良かった。
・知らなかった情報を多く知ることができた。ZEH住宅ローンはBELSで出しても対応可能。PPAのメリッ
ト・デメリット

「ZEH推進セミナー」 アンケート集計
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法改正の発表以前より住環境の省エネに取り組んでおり、2024年と2030年の義務化が決まった時点で
 ZEH水準はクリアしていた為、今現在それに特化した新しい取り組みはない。

専用住宅ローンなど

まだ省エネ止まりです。

ZEHビルダーの登録。積算ソフトの導入

計算ソフトの導入

昨年より取り組んでいます。RC住宅にて現在は3件の戸建てでBELSを認定しており標準化(販売)に向
 けてコスト精査等してます。

今後取り組む予定

今年中にZEHモデルハウスを建てる予定があります。

今後取り組んでいく予定ですが、勉強中です。

取り組み始めたところ。今後一般住宅平屋はZEH基準で対応予定。

実際ZEH水準を満たした住宅を提供できておりますが、ZEHをしていくとなると省エネはできても創エ
 ネは施主様の選択になるので、なかなかZEHまではいきません。補助金やローン控除は利用しています。

記述
・PPAを紹介して、昨年の台風停電時にスマホの充電、扇風機の使用ができて良かったと感想
をいただいた。
・PPA事業で初期投資などなくかつ、停電時に役にたったと喜ばれた
・施主の方に有用なため
・今後の新規事業展開時に対応したい。
・太陽光を設置することがお客様にとってベストだと感じました。
・ZEHを取り組む事で住宅販売ツールとして良い。
・2025年の省エネ義務化に向けてこれから実施していきたい。補助金などは施主のメリットに
なるので進めていきたい。
・良いと感じたため

「ZEH推進セミナー」 アンケート集計
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周知の仕方

申請に慣れていない。数値やクリアパターンが分からない。

社内の問題になるのですが、ZEHの認識に差があることです。

お客様への説明等

お客様への説明が簡単ではない。

建築コストについて

設備関係の費用が高くなるため、銀行融資が難しいことがある。

子育てエコホーム支援事業

建築費が上がってしまう事

色々な基準があり混同してしまう(BELS・省エネ等)。業務ノウハウが足りない。書類も混同してしま
 う(BELS・省エネ性能等)

ZEH水準は満たせてもZEHにはまだまだ届きにくいところです。自己資金に余裕がないとそこまでは話 
 が進まないので、PPAの話を聞けたので調べてみたいと思いました。

初期投資に回せる資金、収入がなく、ZEHにふみだせないお客様が多い。

実績の省エネの数値計算などがあるといい。

ZEBについてのセミナー

建築コストに対するセミナー

実際のエネルギー計算方法など申請するための詳細内容

ZEHに必要な細かい内容

2階建て住宅以上(アパート等)でのZEH対応方法、事例紹介、長期優良住宅への適合ケースについて

初心者向けのセミナーが多いので、更にどうしていくべきかっていうところを詰めた情報収集できる
 場もあると嬉しいなと思いました。2030年までに他にできること等視野が広がるテーマだったり、
 申査項目が増える改正もあるので、内容を詰めたセミナーも増えたら助かります。

太陽光パネル等ZEH設備に対して処分に出る(処分だけでなく作る時にも)二酸化炭素の量と1人1人の
 生活で出る二酸化炭素の量でどちらが多いのか。処分を今後どのように対応していくのか。(再利用、
 廃棄物処分場が永遠に続いていかないか。未来の子供たちにゴミを残して問題を背負わすのではない
 か)など長期的な面の問題(デメリット)も細かく知ることが大事かな。

「ZEH推進セミナー」 アンケート集計
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ZEHの理解をもっと沖縄県民に伝えて欲しい。(国、県。市町村主体で)

今後の新規事業展開に向けての情報収集して参加しました。今後とも同様のセミナー開催をよろしく
 お願いいたします。

建築費の高騰でなかなか踏み出せないお客様にZEHのメリットを伝えていきたいと思います。
 ありがとうございました。

勉強になりました。ありがとうございました。

本日はご案内いただきありがとうございました。

本日のセミナー参加にあたり関係者、スタッフ皆さまありがとうございました。

本日は貴重なお時間をありがとうございました。

各セミナーの資料を会社に戻っても共有し易くするために、後日メール等でPDFをいただけると大変
 助かると思いました。分かりやすい資料作成、ご説明ありがとうございました。

準備から当日の対応までスムーズでした。ありがとうございました。

2世帯やアパートでのZEH対応が平屋と比べて厳しいと聞いている。もし次回機会があれば、そう
 いった事を学ばせてもらいたい。

1人1人の収入がない、日本の問題がある中でお金のかかるこおばかり日本が義務化していくことに
 疑問が残ります。二酸化炭素対策だけでなく本当の二酸化炭素排出量など？が多く残る日本の住宅基
 準だなと思いました。決してマイナスに考えているのではなく一般の収入に合ったことなのかと考え
 ました。

「ZEH推進セミナー」 アンケート集計




	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62

